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東
本
願
寺
東
山
浄
苑
と
本
願
寺
文
化
興
隆
財
団
の
解
散
等
を
目
論
む
、
真
宗
大
谷

派
の
前
宗
務
総
長
安
原
晃
に
よ
り
惹
起
さ
れ
、
現
宗
務
総
長
里
雄
康
意
が
引
き
続
い

た
丌
当
な
訴
訟
に
対
し
、
最
高
裁
は
平
成
27
年
12
月
8
日
、
民
事
、
行
政
と
も
に

当
財
団
並
び
に
国
の
完
全
な
る
勝
訴
を
確
定
し
ま
し
た
。 

敗
訴
す
れ
ば
浄
苑
と
財
団
が
消
滅
す
る
と
い
う
存
亡
の
危
機
、
最
大
の
法
難
は
平

成
22
年
か
ら
5
年
間
に
も
及
び
ま
し
た
。
し
か
し
、
司
法
の
賢
明
な
る
判
断
に
よ
っ

て
、
浄
苑
と
財
団
を
覆
っ
て
い
た
暗
雲
は
振
り
払
わ
れ
、
真
宗
大
谷
派
の
前
宗
務
総

長
安
原
晃
及
び
現
宗
務
総
長
里
雄
康
意
に
鉄
槌
が
下
さ
れ
た
の
で
す
。
署
名
活
動
等
、

ご
支
援
を
下
さ
っ
た
浄
苑
壇
籍
者
や
有
縁
の
皆
様
と
と
も
に
こ
の

勝
し
ょ
う

縁 え
ん

を
慶
ぶ
と

と
も
に
、
仏
祖
の
ご
冥
祐
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
当
財
団
の
前
身
で
あ
る
本
願
寺
維
持
財
団
は
「
勧
学

か
ん
が
く

布
教
、
学
事
の
振

興
」
を
目
的
に
大
正
元
年
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
す
ぐ
に
破
綻
し
、
六

十
年
以
上
も
休
眠
状
態
と
な
り
ま
す
。 

こ
れ
を
打
破
し
た
の
が
、
大
谷
暢
順
本
願
寺
御
法
主
台
下
（
当
財
団
理

事
長
）
に
よ
る
浄
苑
の
開
苑
で
し
た
。
そ
し
て
、
国
が
法
制
度
を
改
め
て

実
施
を
指
示
し
た
公
益
法
人
改
革
に
よ
り
、
本
願
寺
維
持
財
団
は
活
動
の

実
態
に
則
し
た
定
款
を
整
え
て
平
成

23
年
、
一
般
財
団
法
人
本
願
寺
文
化



 

興
隆
財
団
に
移
行
し
ま
す
。 

す
な
わ
ち
、

3
万
基
の
納
骨
仏
壇
を
ご
安
置
し
、
年
間
５
０
万
人
の
群

参
が
集
う
世
界
最
大
、
最
高
の
仏
法
領

ぶ
っ
ぽ
う
り
ょ
う

で
あ
る
浄
苑
を
拠
点
に
日
本
の
こ

こ
ろ
と
文
化
を
発
信
し
て
「
国
益
に
利
す
る
」
と
日
本
政
府
か
ら
高
く
評

価
さ
れ
る
公
益
事
業
を
推
進
す
る
財
団
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
の
で
す
。 

こ
う
し
て
明
治
以
来
、
百
余
年
の
東
本
願
寺
の
課
題
で
あ
っ
た
元
資
の

蓄
積
に
よ
る
安
定
し
た
「
勧
学
布
教･
学
事
の
振
興
」
の
実
現
は
、
新
財
団

の
創
設
者
・
御
法
主
台
下
に
よ
っ
て
開
花
、
結
実
し
ま
し
た
。 

こ
の
度
の
最
高
裁
判
決
に
よ
り
、
本
願
寺
文
化
興
隆
財
団
は
創
設
者
・

御
法
主
台
下
を
先
頭
に
い
た
だ
く
新
た
な
財
団
と
し
て
、
本
願
寺
を
再
興

す
る
と
と
も
に
、
日
本
の
こ
こ
ろ
と
文
化
を
広
く
国
内
外
に
紹
介
す
る
事

業
を
以
っ
て
人
類
の
希
望
の
灯
火
と
な
る
こ
と
を
期
し
て
、
さ
ら
な
る
王

道
を
歩
ん
で
行
く
所
存
で
あ
り
ま
す
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